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1.研究の背景と目的 

信号交差点における横断歩行者，自転車の交通ルール

違反は重大事故を招きやすい．交通ルール違反の一つに，

定められた横断帯を横断しなかったり，斜めに横断した

りする乱横断が挙げられる．これらの乱横断は、横断所

要時間の増加や自動車ドライバーからの認知ミスに繋が

る可能性があり，事故の原因になりかねない． 

そこで本研究では，事故多発交差点での横断者の乱横

断発生状況を把握し，利用実態を明らかにすることを目

的とする． 

 

2.交差点の選定 

広島市における平成25年度の年間発生事故件数10件以

上の交差点1)から，交差形状や横断者構成(年齢や横断手

段)に差異がみられるように絞り込みを行い，広島スタ

ジアム入口交差点，国泰寺交差点，白神社前交差点の合

計三箇所を調査対象とした(図-1)． 

 

 
図-1 調査対象交差点  地理院地図より作成 

 

3.調査方法 

調査対象とした交差点三箇所にて，ビデオ撮影調査を

行った。観測時刻は7:00～9:00，11:00～13:00，15:00～

17:00の合計6時間とし，交差点内の横断歩道4箇所を撮

影した． 

集計は，年齢(小学生以下，中高生，大人，高齢者) ，

乱横断(乱れ別に三段階)の二項目について，歩行者，自

転車別に行った． 

 

 

  また，乱横断は乱れの程度ごとに①横断帯不適(徒歩

で自転車横断帯を横断，自転車で歩行者横断帯) ，②斜

め横断(横断歩道の端1/3ほどから横断歩道対角線上の端

1/3へ横断) ，③横断帯外横断(終始横断帯外を横断もし

くは途中から横断帯を外れ横断)とした．なお、同一の

横断者が複数の横断挙動に当てはまる場合は，より重度

の乱れを行ったとみなし集計を行った(図-2). 

 

図-2 自転車の乱横断 模式図 

 

4.横断者の挙動分析 

各交差点の6時間の横断者数を比較すると，広島スタ

ジアム入口交差点および国泰寺交差点では自転車が多く，

白神社前交差点では歩行者が多いことが分かる(表-1)． 

各交差点の乱横断者数(①～③の乱横断の総計)を横断

者数で除した乱横断率(図-3)を比較すると，自転車乱横

断率は一定で差が見受けられないのに対し，歩行者乱横

断率では広島スタジアム入口交差点が最も高く次いで国

泰寺交差点，白神社前交差点となっており，自転車と歩

行者の違いが明らかになった． 

 

 
表-1 交差点別 横断者数 

交差点名 

調査日時  

横断歩行者数

(人) 

横断自転車台数

（台） 

広島スタジアム入口 

2015 年 11 月 11 日(水) 
1116 2676 

国泰寺 

2015 年 11 月 16 日(月) 
2171 4780 

白神社前 

2015 年 11 月 12 日(木) 
9128 3871 
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図-3 乱横断率 
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図-4 広島スタジアム入口 横断歩道別 横断帯外通行率 

 

歩行者乱横断率に差が表れた原因として，交差形状と

交差点内の構造物の有無が挙げられる．最も歩行者乱横

断率の低かった白神社前交差点は，交差形状が直交で四

箇所に左折導流路と交通島設置されている．これらの構

造物により歩行者の横断経路がある程度固定されるほか，

最短経路を横断しても交通ルールに則った横断になる．

そのため白神社前交差点では乱横断率が低くなっていた

と考えられる． 

広島スタジアム入口交差点の横断帯外通行率を，横断

歩道別に比較した．その結果東側横断歩道にて著しく横

断帯外通行が発生していることが明らかになった(図-4)．

これは，横断自転車が最短経路を通行し横断しているこ

とが原因と考えられる．現在の横断帯は，横断距離が最

短になるように設置されているが，横断自転車は利便性

を重視し横断する傾向があることが明らかになった． 

広島スタジアム入口交差点では，南側横断歩道のみ自

転車横断帯の拡幅が行われている(図-5)． 

広島スタジアム入口交差点の自転車乱横断率を横断歩

道別に比べると，南側横断歩道で極端に乱横断率が低く

なっていることがわかる(図-6)．このことから自転車横

断帯の拡幅が自転車乱横断減少に効果的であることが明

らかになった． 

 
図-5  拡幅された自転車横断帯 
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図-6 広島スタジアム入口 横断歩道別 自転車乱横断率 

 

 

5.まとめと今後の課題 

 本研究で得られた知見を以下に示す． 

1)歩行者の乱横断は交差点形状の影響を受ける． 

2)自転車の乱横断は交差点形状に関わりなく発生する． 

3)自転車横断帯の拡幅は自転車乱横断抑制に一定の効果

を有する． 

本研究では，車道を直進し交差点を通過する自転車を

乱横断として扱った．しかしこの横断行動は交通ルール

違反では無いほか，横断帯を通行するよりも安全な場合

も考えられるため，別項目で集計し分析する必要がある． 
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